
 

 ○       ○ １ 

  

記号 地 番号  
  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅱ 地理歴史・公民 【共通問題】 解答例 

（解答上の注意） 

 

 

 

 １  （配点 15 点 問１，問 12 は２点、その他は各１点） 

 

問１ 

 

中国産の茶・陶磁器やインド産の綿織物などアジアの物産は、当初は上流階級が消費する 

贅沢品であったが、しだいに市民の生活にも浸透していった。 

 

問２  エ 問３  ウ 

問４  イ 問５  ア 

問６    エ  →  ウ  →  ア  →  イ 

問７ 

Ⅹ 東インド会社 Ｙ 砂糖プランテーション 

Ｚ 綿花 

問８  イ 問９  エ 

問 10  石油輸出国機構 問 11  イ・ウ 

問 12 

 

 京都議定書では、先進国のみに削減目標の設定が義務付けられ、中国・インドなどの

新興途上国は除外されていたが、その後、これらの国々の二酸化炭素の排出量は大幅に

増加した。パリ協定では、すべての国が、それぞれ削減目標を設定することになった。 

 

問 13  ア 

 

 

 

（1）解答は、全て解答用紙に記入すること。 

（2）【共通問題】の  １  ～  ３  は全員が解答すること。 



 

 ○       ○ ２ 

  

記号 地 番号  
  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅱ 地理歴史・公民 【共通問題】 解答例 

 ２  （配点 15 点 問８、問 13 は２点、その他は各１点（問４は完答のみ１点）） 

  

問１  ウ 

問２  ウ 

問３  ア 

問４ 中国  Ｂ 日本  Ｃ 

問５  デジタルデバイド 

問６  イ 

問７  イ 

問８ 
 廃棄された電子機器に含まれる再資源化が可能なレアメタルなどを鉱山に見立て、その

電子機器の廃棄物の多くが都市に存在していることを示したもの。 

問９  イ 

問 10  四国山地 

問 11  ため池 

問 12  利根川 

問 13 
 水不足になりやすい瀬戸内側に水を供給するためと、降水量の多い吉野川上流域の水量

を制御し、下流域での氾濫等の水害が起こらないようにするため。 

 



 

 ○       ○ ３ 

  

記号 地 番号  
  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅱ 地理歴史・公民 【共通問題】 解答例 

 ３ （配点 15 点 問３、問 11 は各２点、その他は各１点。問２は完答のみ） 

 

問１  イ 

問２  住民自治  団体自治 

問３ 
自国が攻撃を受けて反撃するのではなく、自国が攻撃を受けていないにもかかわらず、

同盟など密接な関係にある国が攻撃を受けた場合に、共同で反撃する権利のこと。 

問４ 
 国連難民高等弁務官事務所 

（ＵＮＨＣＲ） 

問５  ウルグアイ・ラウンド 

問６  グローバルサウス 

問７  ア 

問８  ア 

問９  カ 

問 10  キルケゴール 

問 11 
類 

型 

・合理化 

・同一視 

・昇 華 

説 

明 

・もっともらしい理由や理屈をつけて正当化する。 

・他人の長所を自分のものとみなして満足する。 

・より高い価値の欲求に置き換えて満足する。 

問 12  ウ 

問 13  キング 

 

 

 



 

 ○       ○ ４ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

（解答上の注意） 

 

 

 

 

選んだ問題番号を 

記入する 

 

 １ （配点 25 点 問１(２)、問５(１)、問６(２)は３点 その他は各２点） 

      

問１ 

(1) 福岡県 

(2) 
（国家や郡が）春(夏)に稲を貸し付け、秋の収穫時に高い利息とともに徴収す

る制度。 

問２ 金肥 問３ 農業全書 

問４  ウ 

問５ 

(1) 

723 年の三世一身法では、期限が過ぎれば開墾した土地が収公されるため、農民

がやる気を失い、せっかく開墾した土地が荒廃してしまう。今後は開墾した土地

を私有地として認め、永久に収公してはならない。 

(2) 田畑永代売買の禁止令 

問６ 

(1) 蘇我 

(2) 神の本体は仏で、仏は神の姿を借りて地上に出現するという考え方。 

(3)  ウ 

問７    イ  →   ア  →   ウ  →   オ  →   エ 

 (1) 解答は、全て解答用紙に記入すること。 

 (2) 【選択問題】は６問中、各自が３問を選び解答すること。その際、選んだ問題番号を必ず

下の に記入すること。 



 

 ○       ○ ５ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

 ２ （配点 25 点 問３、問５、問８（2）は３点、その他は各２点） 

 

問１  イ 

問２  ハリス 

問３ 

 日本と外国の金銀比価の違いにより金貨が大量に流出した。そのため幕府は金の含有量

を下げた万延貨幣改鋳で金の流出を防いだが、物価が上昇したことにより貿易に対する反

感が高まり、激しい攘夷運動がおこる一因となった。 

問４  改税約書 

問５ 

 松方財政による生糸と繭価の下落により深刻な不況が全国に及んだ。養蚕農家の多い秩

父地方にも深刻な不況は及び、農民たちは負債の減免を求めて秩父困民党を組織し、多数

の民衆を加えて高利貸・警察・郡役所などを襲撃した。 

問６  ウ 

問７ 三大事件建白運動 

問８ 

(1) 大津事件 

(2) 
東アジアに多くの権益を持つイギリスが、シベリア鉄道の建設を計画して東アジ

ア進出をはかるロシアを警戒し、日本に対して好意的になったこと。 

問９  小村寿太郎 

問 10  エ 

 

 

 

 



 

 ○       ○ ６ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

 ３ （配点 25 点 問７、問 10、問 11 は３点、その他は各２点） 

 

問１  千戸制 

問２  ア 

問３  ウ 

問４  ア 

問５    ウ   →   エ   →   イ   →   ア 

問６  イ 

問７ 

 モンゴル帝国は、分裂はしていたものの、ゆるやかにまとまっていたことや、駅伝制（ジ

ャムチ）により、幹線道路に沿って駅が設けられ、通行証（牌子）を受けたものは、各駅で

宿泊・食事・馬の交換などの便宜が与えられたから。 

問８  マルコ＝ポーロ 

問９  エ 

問 10 

例１ 中国(唐)で採用されていた「租・調・庸」は、成人男子を課税対象とし、穀物(租)や絹・真綿(・麻布・

麻)(調)、労役(庸)を課したものである。 

例２ ヨーロッパで採用されていた「十分の一税」は、教会が農民に課したものである。 

例３ イスラーム世界で採用されていた「ジズヤ・ハラージュ」のうち、ジズヤは非ムスリムに課せられてい

た人頭税、ハラージュは被征服地に課せられた土地税(地租)である。 

問 11 
 元は、銀を基本通貨として銀とリンクした紙幣(交鈔)を用いる政策を採ったため、銅銭

の使用が減り、利用価値が低下したことから、日本へ大量に輸出した。 

 

 

 



 

 ○       ○ ７ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

 ４ （配点 25 点 問６，７，９は３点、その他は２点、但し、問４は完答で２点） 

 

問１ ア   →   エ   →   イ  →  ウ    

問２  エ 

問３  ア ・ イ 

問４ Ａ群：イ      Ｂ群：カ 

問５ ウォルポール 

問６ 

ユグノー戦争のさなか、ヴァロワ朝が断絶し、ユグノーの指導者アンリ４世がブルボン

朝を開いた。アンリ４世は自らカトリックに改宗したうえで、1598 年にナントの王令を

発してユグノーにも信仰の自由を認め、内乱をおさめた。 

問７ 

16 世紀半ば以降、中国にはマニラとの交易によってメキシコ銀が、また、東シナ海・南

シナ海での交易によって日本銀が大量に流入して主要通貨になっていた。そこで従来の複

雑な土地税や人頭税など諸税を一括して銀でおさめる一条鞭法が始まった。 

問８  ウ ・ オ 

問９ 

フルトンが実用化した蒸気船は、その後急速に改良されて世界各地の結びつきを迅速に

し、1869 年、レセップスの指導により開通したスエズ運河は、喜望峰を経由せずにユー

ラシア大陸の東西を海路で結んだ。また、モールスによる電信機の発明などは、情報伝達

の速度と広がりに大きな変化をもたらした。 

問 10  ア ・ エ 

問 11  エ 

 

 

 



 

 ○       ○ ８ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

 ５ （配点 25 点 問２(2)・問３(2)・問７は各３点、その他は各２点） 

 

問１  ウ 

問２ 

(1)  ウ 

(2) 

 オイルマネーで大きな利益を得た産油国は、周辺国から外国人労働者を受け入

れ、国内のインフラ投資を積極的に行った。一方、石油輸入国は、省エネルギーや

北海、メキシコ湾などの油田開発を行い、エネルギー源の多角化を進めた。 

問３ 

（1） カ 

（2） 

域内の投資の規制緩和で、製造業は人件費の安いメキシコに積極的に進出した。

また、アメリカは、関税の撤廃によって輸入量が増加したため貿易赤字が拡大し、

国内では製造業が衰退し、産業の空洞化が進行した。 

問４  コジェネレーションシステム 

問５ 

(1)  ア 

(2)  エ 

問６ 

(1)  モノカルチャー経済 

(2)  カ  

問７ 

他国に全ての生産工程を移す企業をファブレス企業という。バングラデシュに生産分野

を移す理由は、人件費が安価な国に契約工場を置くことで、競争上の優位性を得るためで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ○       ○ ９ 

  

記号 地 番号  
  

    
 

○    ○ 

 
  

検査Ⅱ 地理歴史 【選択問題】 解答例 

 ６ （配点 25 点 問２、問４(1)、問７は３点、その他は各２点） 

 

問１  ア 

問２ 
 トンボロは函館（箱館）である。トンボロは、砂州が陸地と島をつなぐように延びた地形

である。 

問３  エ 

問４ 

(1) 

 オランダ・日本間は、パスポート等の提示が必要である。一方、シェンゲン協定に

より、EU 加盟国間での国境管理が廃止されたことから、オランダ・ベルギー間の人

の移動については、国境でのパスポートや身分証の提示なしで自由に人の通過が認

められる。 

(2)  エ 

(3)  ア 

問５  ベネルクス 

問６  ユーロポート 

問７ 
 国土の多くが海面下にあるため、締切堤防を築き、偏西風等の風を動力として風車によ

り排水し、ポルダーと呼ばれる干拓地を造成して耕作地を広げる役割を果たした。 

問８  イ 

問９  ウ 

 

 

 


